
令和7年度「ちばっ子の学び変革」推進事業
研究状況報告書

生徒数 １８３名
学級数 １年生２クラス

２年生２クラス
３年生２クラス

特別支援学級 ２クラス

印西市立船穂中学校
＜研究教科：国語科＞

個別最適で協働的な学びを意識した
単元プロセスで完成した生徒作品



２ 主題設定の理由①
〈全国学力・学習状況調査の質問調査より（全国との比較）＞

質問３３：学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、
新たな考えに気付いたり深めたりすることができていますか。（肯定的意見）

・令和６年度・・・低い傾向
・令和７年度・・・やや高い傾向

質問３０：１・２年生の時に受けた授業では、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組んでいましたか。（肯定的意見）

・令和６年度・・・やや低い傾向
・令和７年度・・・低い傾向

質問２７：地域や社会をよりよくするために何かしてみたいと思いますか。（肯定的意見）

・令和６年度・・・低い傾向
・令和７年度・・・低い傾向

１ 研究主題
『知識・技能を活用できる生徒の育成』

～課題解決学習におけるプロセスの工夫を通して～



２ 主題設定の理由②〈船穂中学校の課題から〉

目指す生徒像は、
「より良い社会にしていくための方法を、得た知識をもとに、自身
のアイデンティティを大切にしながら、ひとりで、あるいは協力し
て、誠実に探究する生徒」である。
しかし、全国学力・学習状況調査(質問３０・３３)より、主体的

に学びに向かう姿勢が不足していると考えられる。また、素直で思
いやりのある生徒が多いが、社会貢献意識が低い傾向が見られる。
よって、主体的に考える姿勢と学習したことを社会生活と関連付

ける力を養う必要があると考えた。



本校の生徒は、学習や生活場面での話合い活動において、私語になってしま
う様子がしばしば見られる。その理由として、思考に深まりがないために自分
の意見を述べるだけで話合いが終わってしまうことや、意見をもてないために
発言に至らないことがあげられる。
学習指導要領には、主体的に学習に取り組む態度は「知識・技能」や「思

考・判断・表現」と密接に関わることが示されていることから、生徒が主体的
に学習するためには、「知識・技能」を活用して「思考・表現・判断」できる
ようなプロセスの授業にしていく必要があると考えた。
そこで本研究では、単元の中で課題解決に必要な「知識・技能」を習得し、

それらを「思考・判断・表現」に活用する場面を設定する。このような学習を
積み重ねることにより、「主体的・対話的で深い学び」になっていくと考える。

※「生徒の思考に深まりがない」とは、以下のように定義する。
・理由、根拠が伴わない
・比較、関連付けが弱い
・他者の意見で考えを更新できない

２ 主題設定の理由③



３ 研究の仮説

（１）課題解決学習において、あらかじめ解決に必要な知

識・技能を習得できる学習過程を設定すれば、指導者は、

課題解決に必要な知識・技能は何かということを明確に

もつことができ、生徒は知識・技能を働かせて主体的に

課題解決ができるであろう。

（２）単元で身に付けさせたい力（ゴール）を設定して生徒

に示し、学んだことや学び方について振り返りをすれば、

身に付けた力を生活の場面で生かせるようになるだろう。



④生徒個々の興味関心が生きる課題にする。

③振り返りをして、次時につなげる。

②生徒がつまずきそうな場面を想定して、ワークシートを作成する。

①単元ゴールのモデルを提示して、見通しがもてるようにする。

４ 研究の方法（授業改善）
〈個別最適で協働的な学びにしていくために単元作成で取り組んでいること〉

５ 検証方法
〇生徒のポスターやワークシート等から、「知識・技能」を活用できているか
を見取る。

〇生徒のポスターやワークシート等から、思考が深まっているかを見取る。
〇振り返りから、生徒の思考を見取る。



６ 授業実践例①
1 教材名 客観性や信頼性のある記事を書く

2 本単元における言語活動
社会生活で関心のある事柄について、情報を吟味してポス
ターを作成する。

（関連：〔〈思考・判断・表現〉Ｂ（1）ア〕）

３ 単元の目標

・情報の信頼性の確かめ方を理解し使うことができる。
［知識及び技能］(2）イ

・「書くこと」において目的や意図に応じて、社会生活の中
から題材を決め、集めた材料の客観性や信頼性を確認し、
伝えたいことを明確にできる。

［思考力・判断力・表現力等］Ｂ（1）ア

・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を
向上させ、我が国の言語文化に関わり、思いや考えを伝え
合おうとする。

［学びに向かう力、人間性等］

４ 指導と評価の計画 6時間扱い（本時4／6）



６ 授業実践例②
～単元のゴールモデルを提示する～

ゴールを設定して提示すると、学習者にとっ

ては、何をどこまで求められているかが分かる。

指導者にとっては、生徒が主体的に学習をすす

めるにあたって、どのような学習過程が必要で、

どこが難しいのかが分かる。

例えば

〇多様な考え方があるので、何を事実とするかに

時間がかかる→調べる時間をしっかり確保

〇自分が調べて事実としたことは、客観的に見ても

事実か不安になる→他者の意見を聞く時間をとる



・情報を収集した後に、自分

はその情報からどう考えるか

が重要だと気付き、自分の考

えの欄を設けた。

６ 授業実践例③
～生徒がつまずきそうな場面を想定してワークシートを作成する～

情報の信頼性を確かめられるようなワークシートにする。

情報を比較して、自分の考えを
形成する。様々な情報があるので、
何が正しいのか自問しながら複数
の資料を読みすすめるが、深く調
べていくにつれ、最初に想像した
自分の考えとは異なってくる。そ
のため、他者に相談したいと思う
生徒が出てくる。
（探究につながる学び合い）



お互いに何を調べているかが
わかるようにする。

話合い例を配
付して、話合い
の目的を明確に
する。

モデル動画にしよう
と思っていたが、中学
生は、内容に集中でき
るように紙面の方が良
いと思い、紙で配付し
た。

実験的に数回挑戦してみたが、
まだうまくいっていない。

誰に、何をどのように聞けばよいだろうか。
どのように答えればよいだろうか。



〇振り返りの決まり事
・２文構成で80字以内で書く。
・２文目の最初に必ず接続詞
を使う。

課題解決型の授業の場合、
本人にとっては、自分の授業
態度や進み具合を振り返る役
割、指導者にとっては、生徒
がねらいにせまれているかを
確認する効果がある。

Kさん

• 10／7

日本の食料自給率について様々なサイトから事実や考えを収集し、現状や
対策方法を調べられた。だから次回は色々なサイトの主張が上手くまとめら
れたポスターを作りたい。

• 10/14

一方的な考えを伝えるのではなく、客観性をもたせることが難しかった。
しかし、根拠を大切にしながら情報を整理することができた。事実を基に私
たちが取り組むべき提案も具体的にまとめられた。

Ｔさん

・10/7

今日は友だち同士で自分が調べた情報に客観性や信頼性があるのか、意見
を出し合いました。意見を出し合ったことで自分のあいまいだった部分がは
っきりしました。

• 10/14

私が記事を書く時に一番大変だったのは様々なテーマに対する意見をまと
めることです。様々な意見を踏まえ、一つの提案にするのは、とても難しか
ったです。

６ 授業実践例④
～振り返りをする～

知識・技能を
活用している。

知識・技能を活用している。



生徒の作品①

生徒は、ワークシートに
まとめる前に、多くの情報
を調べていた。

生徒の興味関心が生き
る課題になっている。



生徒の作品②
食料自給率が低い

と思っていたが、異
なる考え方があって
だいぶ戸惑っていた。
食糧自給率を上げる
ことのメリットに気
付いてまとめていた。

「作物の価格上
昇を必然的なも
のと捉えて、理
解を深め、対策
をとろう」とま
とめている。

悩んで相談しな
がら時間をかけて
完成させた生徒の
作品



生徒の作品③

AIに対するマイ
ナスイメージに気
付いて、改善策を
考えている。

多様な情報から自
分の考え（人間も進
化する必要がある）
をまとめている。

習得・活用・探
究ができている生
徒の作品



７ 研究の成果と課題
〇成果

・新しい知識を獲得できると思考が広がるので、どうして？なぜ？という疑問がどんどん

出てくる。そこからどうしたら良いか積極的に相談する姿が見られた。

・見通しをもった単元計画を作成することにより、生徒が学習する時間を確保できた。

・生徒個々の興味関心が生かせるため、意欲的になった。

・予想とは異なる考えが生まれ、思考することの醍醐味が味わえた。

・ゴールの共有ができているので、様々なパターンで生徒が自由に設計できた。

・目的が明確なので焦点化して生徒個々の力を伸ばせた。

・振り返りをすると自分の状態を客観的に見られた。

〇課題（次年度の研究の方向性）

・どの単元が個別最適で協働的な学習に適しているかを考えて、計画的に授業準備をする。

・他者の意見も聞きたくなるような課題解決型授業を行う。


